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◉「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」緊
急
特
別
寄
稿

石
橋
の
地
震
耐
久
性
を
確
認

　

こ
の
た
び
の
熊
本
地
震
で
は
、
国
指

定
重
要
文
化
財
の
「
通
潤
橋
」
を
は
じ

め
、
文
化
財
に
未
指
定
の
石
橋
も
含
め
、

２
０
１
６
年
６
月
末
現
在
で
熊
本
県
内

の
石
橋
は
20
橋
以
上
が
被
災
し
た
。

　

被
災
石
橋
は
、
地
震
の
震
源
地
の
周

辺
域
に
多
く
存
在
し
て
い
る
が
、
震
源

地
か
ら
遠
い
天
草
で
も
石
橋
に
被
害
が

出
て
お
り
、
前
震
・
本
震
の
み
な
ら
ず

余
震
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

　

地
震
に
よ
る
被
災
の
特
徴
と
し
て

は
、次
の
3
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

①
被
災
し
た
ア
ー
チ
橋
で
輪
石
が
崩

壊
し
た
石
橋
は
な
く
、
高
欄
の
損
壊
や

落
下
、壁
石
垣
の
崩
落
、輪
石
の
石
材
間

の
す
き
間（
開
き
）、壁
石
の
外
側
へ
の
膨

ら
み
な
ど
が
見
ら
れ
た
。

　

②
石
橋
の
壁
石
に
は
、
地
震
の
揺
れ

に
よ
り
輪
石
に
す
き
間
が
発
生
す
る
こ

と
を
抑
え
る
作
用
が
あ
る
こ
と
、
つ
ま

り
、車
両
な
ど
に
よ
る
路
面
へ
の
上
載
荷

重
の
み
な
ら
ず
、
地
震
動
に
対
し
て
も

壁
石
が
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

③
通
潤
橋
の
壁
石
垣
は
そ
の
範
囲
や

高
さ
か
ら
み
て
、も
っ
と
大
き
な
損
傷
が

あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
の
だ
が
、実
際

に
は
漏
水
以
外
の
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な

か
っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
る
。熊
本
城
高

石
垣
の
崩
壊
に
対
し
て
、
通
潤
橋
の
高

い
壁
石
垣
が
守
ら
れ
た
仕
組
み
を
あ
ら
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被
災
し
た
熊
本・宇
土
市
の「
船
場
橋
」（
１
８
６
１
年
架
橋
、市
指
定
有
形
文
化
財
）

写
真
提
供
／
中
村
ま
さ
あ
き

た
め
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
石
橋
の
模
型
を
使
っ
た

実
験
や
実
際
に
石
橋
に
車
両
を
走
ら
せ

振
動
特
性
を
計
測
す
る
実
験
な
ど
を
行

っ
て
、石
橋
が
地
震
に
強
い
こ
と
を
検
証

し
て
き
た
が
、
今
回
の
地
震
発
生
に
よ

り
、
大
き
な
地
震
動
を
受
け
て
も
石
橋

は
崩
壊
ま
で
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
、

実
際
に
「
石
橋
は
地
震
に
強
い
！
」
と
確

認
さ
れ
た
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

今
後
は
被
災
し
た
石
橋
の
修
復
が
求

め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
指
定
文
化
財
で

あ
れ
ば
崩
壊
前
の
状
態
に
戻
す
必
要
が

あ
る
。被
災
石
橋
復
元
の
課
題
は
、
図
面

や
写
真
を
基
に
崩
落
し
た
石
材
を
元
あ

っ
た
位
置
に
戻
す
に
し
て
も
、現
状
で
は

石
橋
の
復
元
工
事
に
た
け
た
石
工
職
人

の
数
が
不
足
し
て
い
る
。ま
た
、
被
災
し

た
石
橋
の
健
全
度
診
断
が
で
き
る
技
術

者
や
そ
の
損
傷
修
復
を
迅
速
、
容
易
か

つ
確
実
に
実
施
で
き
る
修
復
技
術
の
開

発
も
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
機
関
と

し
て
昨
年
末
、「
一
般
社
団
法
人 

石
造
文

化
財
技
術
機
構
」が
設
立
さ
れ
、
理
事
長

を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。今
後
、

損
傷
石
橋
の
復
元
や
崩
壊
し
た
熊
本
城

の
石
垣
修
復
な
ど
の
難
題
解
決
の
み
な

ら
ず
、
熊
本
の
文
化
財
復
興
へ
向
け
た

貢
献
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

熊
本
大
学
大
学
院
先
端
科
学
研
究
部（
工
学
系
）

　
　
　
　
　
　
　
教
授
　
山
尾
　
敏
孝（
熊
本
県
会
員
）
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成
28
年
熊
本
地
震
」
は
、
熊
本
県
の

阿
蘇
か
ら
宇
土
半
島
へ
と
延
び
る
布

田
川
断
層
、
上
益
城
郡
益
城
町
か
ら
水
俣
市

沖
の
八
代
海
へ
延
び
る
日
奈
久
断
層
、
加
え

て
、
大
分
県
の
別
府
湾
か
ら
万
年
山
（
は
ね

や
ま
）
方
面
へ
と
延
び
る
別
府
│
万
年
山
断

層
が
動
き
、
熊
本
県
・
大
分
県
の
各
地
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

　

気
象
庁
は
4
月
14
日
21
時
26
分
に
発
生
し

た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
地
震
を
「
前

震
」、
16
日
1
時
25
分
の
同
７
・
３
の
地
震
を

「
本
震
」
と
発
表
し
た
。
そ
の
後
、
震
度
１
以

上
の
地
震
は
本
震
か
ら
3
カ
月
後
の
7
月
16

日
に
１
９
０
０
回
に
達
し
、
震
度
6
弱
以
上

の
地
震
だ
け
で
も
7
回
を
記
録
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
熊
本
・
大
分
の
断
層
域
を
震
源
と

す
る
群
発
地
震
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　

地
震
に
よ
り
、
住
宅
、
行
政
関
連
施
設
、

医
療
・
福
祉
施
設
、
商
業
施
設
、
工
場
、
道
路
、

橋
、
ト
ン
ネ
ル
、
鉄
道
、
水
道
、
電
気
、
ガ
ス
、

貯
水
施
設
や
用
水
路
、
神
社
仏
閣
、
墓
地
│

各
所
が
被
災
し
、
一
部
地
域
で
は
液
状
化
や

地
盤
沈
下
が
発
生
、
山
間
部
で
は
各
地
で
大

規
模
な
土
砂
崩
れ
が
起
こ
り
、
道
路
が
寸
断

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
石
橋
も
多
数
被
害
を
受
け
た
。

‡　
　

‡　
　

‡

銭
瓶
橋
（
熊
本
・
南
阿
蘇
村
）

　

阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
に
架
か
る
「
銭
瓶
橋
（
床

瀬
川
橋
）」
は
、
壁
石
が
大
き
く
崩
れ
下
流
側

「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」が
発
生

石
橋
が
多
数
被
災

　
今
年
4
月
14
日
か
ら
続
い
た「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」は
、熊
本
・
大
分
県
地
方
に
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。断
層
域
周
辺
を
中
心
に
石
橋
の
被
害
も
多
数
発
生
。そ
の
被
害
は

広
域
に
わ
た
る
。現
在
も
通
行
止
め
の
道
路
に
架
か
る
石
橋
も
あ
る
こ
と
か
ら
、被
災
石

橋
の
全
容
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
さ
ら
に
時
間
が
必
要
だ
が
、こ
れ
ま
で
に
明
ら
か
に
な

っ
た
被
害
状
況
を
報
告
す
る
。（
文
・
写
真
／
中
村
ま
さ
あ
き
、2
0
1
6
年
7
月
20
日
）

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
川
に
落
下
し
た
。

　

同
橋
は
橋
幅
５
・
３
㍍
、
径
間
９
㍍
で
、

１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
ご
ろ
に
築
造
さ
れ

た
と
さ
れ
、
広
大
な
カ
ル
デ
ラ
の
中
央
に
連

な
る
「
阿
蘇
五
岳
」（
中
央
火
口
丘
群
）
の
南

北
に
広
が
る
南
郷
谷
と
阿
蘇
谷
を
結
ぶ
旧
道

に
架
か
っ
て
い
る
。
旧
道
は
肥
後
で
最
初
の
本

格
的
石
造
ア
ー
チ
橋
、黒
川
目
鑑
橋
（
橋
場
橋
、

1
7
8
2
年
築
造
、
1
9
5
3
年
流
失
）
が

架
け
ら
れ
た
場
所
に
続
く
道
で
、
江
戸
時
代

に
整
備
さ
れ
た
南
郷
往
還
の
ル
ー
ト
を
知
る

手
掛
か
り
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
橋
か
ら
約
１
㌔
南
西
で
は
、立
野
地
区
の

国
道
57
号
脇
の
山
の
斜
面
で
大
規
模
な
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
、
黒
川
に
架
か
っ
て
い
た
阿
蘇

銭瓶橋（熊本・南阿蘇村）　上／U字カーブを描く旧道の道路も路肩が崩れ、路面のアスファルト
が損壊。左下／壁石が崩落し輪石がむき出しになり、ガードレールも損壊。右下／路面は通行禁
止。正面奥の送電線の鉄塔も傾いている（5.15）

「
平

[最大震度][発生時刻]

「平成28年熊本地震」で震度6弱以上を観測した地震

4月14日 21時26分　熊本県熊本地方　　6.5　　　7

4月14日 22時07分　熊本県熊本地方　　5.8　　  6弱

4月15日 00時03分　熊本県熊本地方　　6.4　　  6強

4月16日 01時25分　熊本県熊本地方　　7.3　　　7

4月16日 01時45分　熊本県熊本地方　　5.9　　  6弱

4月16日 03時55分　熊本県阿蘇地方　　5.8　　  6強

4月16日 09時48分　熊本県熊本地方　　5.4　　  6弱

[震央地名] [マグニチュード]

気象庁発表「地震速報41報」（2016年7月12日）より
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大
橋
（
１
９
７
０
年
竣

工
、
橋
長
約
２
０
５
㍍
、

幅
８
㍍
、
上
路
式
ト
ラ
ス

ト
逆
ラ
ン
ガ
ー
桁
橋
）が
、

橋
の
取
付
護
岸
ご
と
崩

落
し
た
。

立
門
橋（
熊
本
・
菊
池
市
）

　

菊
池
市
の
「
立
門
橋
」

（
た
て
か
ど
ば
し
、
県
指

定
重
要
文
化
財
）
は
、
左

岸
下
流
側
の
取
付
石
垣

が
一
部
崩
落
し
、
一
部
に

は
ら
み
も
見
ら
れ
、
路
面

は
通
行
禁
止
と
な
っ
た
。

　

同
橋
は
、
上
益
城
郡
山

都
町
の
通
潤
橋
架
橋
工

事
で
石
工
棟
梁
を
務
め

た
宇
市
（
夘
市
）
が
棟
梁
を
務
め
、
１
８
６
０

（
万
延
元
）
年
に
築
造
さ
れ
た
。こ
こ
は
肥
後
・

菊
池
か
ら
小
国
郷
を
経
て
豊
後
の
天
領（
幕
府

直
轄
地
）・
日
田
を
結
ぶ
日
田
往
還
の
ル
ー
ト

を
知
る
た
め
に
も
重
要
な
石
橋
で
あ
る
。橋
長

が
36
・
６
㍍
あ
り
、柏
川
を
径
間
20
・
４
㍍
の

大
ア
ー
チ
が
ま
た
ぎ
、
川
に
沿
っ
て
右
岸
側
を

流
れ
る
用
水
路
を
小
さ
な
持
送
り
式
桁
橋（
け

た
ば
し
）が
ま
た
ぐ
、
ア
ー
チ
橋
と
桁
橋
が
連

続
す
る
石
橋
で
あ
る
。

永
山
橋（
熊
本
・
菊
池
市
）

　

立
門
橋
が
架
か
る
柏
川
は
約
２
０
０
㍍
下

流
で
菊
池
川
と
合
流
す
る
が
、そ
こ
か
ら
２
㌔

ほ
ど
菊
池
川
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
１
８
７
８

（
明
治
11
）年
に
宇
市
の
弟
で
種
山
石
工
、
橋
本

勘
五
郎
（
丈
八
）
が
棟
梁
を
務
め
た
「
永
山
橋
」

（
な
が
や
ま
ば
し
、橋
幅
４
・
７
㍍
、径
間
20
・

４
㍍
、県
指
定
重
要
文
化
財
）が
あ
る
。　

同
橋

は
地
震
に
よ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ
れ

た
路
面
に
亀
裂
が
入
り
、高
欄（
こ
う
ら
ん
）が

損
壊
し
て
、
特
徴
的
だ
っ
た
円
筒
形
の
手
す
り

石
や
そ
れ
を
支
え
る
束
柱
（
つ
か
ば
し
ら
）
が

川
に
落
下
し
た
。

　

石
材
（
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
）
を
見
事
な
形

に
仕
上
げ
る
手
業
（
て
わ
ざ
）
は
、
橋
本
勘

永山橋（熊本・菊池市、県指定重要文化財）
高欄が損壊し一部が川へ落下。アスファルト舗装された路面
には亀裂がある（4.29）

立門橋（熊本・菊池市、県指定重要文化財）
左上／石垣のはらみ。右上／取付護岸石垣の崩落。下／被害のあった右岸下流側
の様子（4.29）

種山石工が残した大型石橋

気象庁発表「平成28年熊本地震」について第41報（2016年7月12日）より
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祇園橋（熊本・天草市、国指定重要
文化財）　上／路面の石柱に入った
長い亀裂（7.18）

明八橋（熊本・熊本市）
左／築造に高度な技術を要する扁平なアーチ。上／倒れた
高欄（4.23）

船場橋（熊本・宇土市、市指定有形文化財）
高欄損壊のほか、輪石に亀裂、壁石にはら
みが見られる（5.2）

施無畏橋（熊本・天草市、県指定重要文化財）　左／輪石の開き。右／壁石のはらみ（7.18）

五
郎
の
技
量
と
美
意
識
を
示
し
て
お
り
、
そ

の
損
壊
が
惜
し
ま
れ
る
。

明
八
橋
（
熊
本
市
中
央
区
）

　

熊
本
城
は
地
震
に
よ
り
各
所
で
大
規
模
に

石
垣
が
崩
れ
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る

櫓
（
や
ぐ
ら
）
な
ど
に
も
大
き
な
被
害
が
出

た
が
、
か
つ
て
城
の
内
堀
の
役
割
を
果
た
し

た
坪
井
川
に
架
か
る
「
明
八
橋
」
の
被
災
は
、

高
欄
が
損
壊
し
た
程
度
で
済
ん
だ
。

　

倒
れ
た
手
す
り
石
や
束
柱
を
見
る
と
、
石

材
同
士
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
つ
な
い
だ
跡
が

あ
り
、
そ
れ
ら
は
築
造
後
に
付
け
替
え
ら
れ

た
も
の
だ
と
分
か
る
。

　

同
橋
は
橋
本
勘
五
郎
が
棟
梁
を
務
め
、
１

８
７
５
（
明
治
８
）
年
に
完
成
し
た
。
勘
五

郎
は
明
治
に
な
り
、
新
し
い
首
都
東
京
の
建

設
を
進
め
る
新
政
府
の
依
頼
に
応
え
上
京
し
、

神
田
川
に
萬
世
橋
（
よ
ろ
ず
よ
ば
し
、
１
８

７
３
年
架
橋
、
１
９
０
６
年
撤
去
）、
翌
年
に

浅
草
橋
（
１
８
７
４
年
架
橋
、
１
８
８
４
年

に
鉄
橋
に
架
け
替
え
）
な
ど
を
架
け
同
年
、

熊
本
に
戻
っ
て
い
る
。
明
八
橋
は
、
そ
の
翌
年

に
架
け
ら
れ
て
い
る
。

　

橋
の
近
辺
は
藩
政
期
の
こ
ろ
か
ら
城
下
町

熊
本
の
商
業
の
中
心
地
で
あ
り
、
坪
井
川
は

物
資
を
運
ぶ
た
め
の
舟
運
に
使
わ
れ
て
い
た
。

橋
幅
が
７
・
２
㍍
と
旧
藩
の
街
道
に
架
か
る

石
橋
に
比
べ
て
2
倍
ほ
ど
広
く
、
ま
た
、
反

り
が
な
い
扁
平
な
単
一
ア
ー
チ
橋（
径
間
17
㍍
、

拱
矢
３
・
３
㍍
）
で
あ
る
た
め
、
路
面
も
舟

運
も
通
行
し
や
す
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　

勘
五
郎
が
当
時
の
東
京
で
感
じ
た
、
都
市

に
お
け
る
交
通
の
重
要
性
を
意
識
し
て
架
け

た
石
橋
と
し
て
の
価
値
も
高
い
。

　

１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
は
熊
本
で
推

定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
３
の
地
震
が
起
こ
っ

て
お
り
、
そ
の
と
き
に
も
熊
本
城
の
石
垣
の
一

部
が
崩
れ
た
記
録
が
残
る
が
、
明
八
橋
の
本

体
は
２
度
の
大
地
震
に
耐
え
て
み
せ
る
こ
と

で
、
橋
の
耐
久
性
を
実
証
し
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
明
八
橋
が
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

施
無
畏
橋
（
熊
本
・
天
草
市
）

　

天
草
市
に
現
存
す
る
石
橋
の
う
ち
、「
施
無

畏
橋
」（
せ
む
い
ば
し
、
橋
長
22
・
９
㍍
、
橋

幅
３
・
15
㍍
、
県
指
定
重
要
文
化
財
）
は
、

地
震
に
よ
り
輪
石
を
構
成
す
る
石
材
（
下
浦

石
＝
砂
岩
）
の
間
に
大
き
な
す
き
間
（
開
き
）

が
生
じ
て
い
て
、
壁
石
に
外
側
へ
の
膨
れ
（
は

ら
み
）
が
見
ら
れ
る
た
め
、
天
草
市
は
橋
を

通
行
禁
止
に
し
て
修
理
方
法
を
検
討
し
て
い

る
。

　

同
橋
は
曹
洞
宗
無
畏
庵
の
門
前
に
架
か
り
、

１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
に
天
草
の
下
浦
石

工
に
よ
り
現
在
の
石
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た

こ
と
が
架
橋
記
念
碑
か
ら
分
か
る
。

船
場
橋（
熊
本
・
宇
土
市
）

　

宇
土
市
で
は
新
し
い
耐
震
基
準
を
満
た
し

て
い
な
か
っ
た
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
５

広い地域に被害
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階
建
て
の
市
役
所
本
庁
舎
が
被
災
し
、
使
用
不

能
と
な
っ
た
。船
場
川
に
架
か
る「
船
場
橋
」（
１

８
６
１
架
橋
、橋
幅
３
・
３
㍍
、径
間
10
㍍
、市

指
定
有
形
文
化
財
）
は
、
本
庁
舎
か
ら
５
０
０

㍍
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
。

　

同
橋
の
輪
石
に
は
数
カ
所
に
亀
裂
が
入
り
、

高
欄
が
損
壊
し
て
川
に
落
下
、
壁
石
の
一
部
に

は
ら
み
が
見
ら
れ
、
左
岸
上
流
側
の
取
付
護
岸

横
の
石
垣
が
崩
落
し
た
。

　

船
場
橋
は
熊
本
藩
領
に
支
藩
、
宇
土
藩
（
３

万
石
）
が
置
か
れ
た
時
代
に
築
造
さ
れ
た
石
橋

で
、
壁
石
に
安
山
岩
、
輪
石
と
高
欄
な
ら
び
に

路
面
の
敷
石
に
ピ
ン
ク
色
を
し
た
地
元
産
の

馬
門
石（
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
）が
使
用
さ
れ
、
独

特
の
色
合
い
を
呈
し
て
い
る
。川
の
両
岸
に
残

る
石
段
が
、
か
つ
て
の
舟
運
の
荷
揚
場
で
、
河

岸
に
藩
の
米
を
保
管
す
る
蔵
屋
敷
が
置
か
れ

て
い
た
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。

　

左
岸
下
流
側
に
は
馬
門
石
で
で
き
た
井
戸

跡
が
残
る
。井
戸
は
、
約
４
・
８
㌔
先
に
あ
る

日
本
名
水
百
選「
轟（
と
ど
ろ
き
）水
源
」か
ら

馬
門
石
の
通
水
管
を
地
下
に
埋
め
て
引
い
た
、

「
轟
泉
水
道
（
ご
う
せ
ん
す
い
ど
う
）」
の
末
端

に
位
置
し
て
い
た
。町
の
発
展
に
伴
い
整
備
さ

れ
た
水
道
で
、
舟
運
の
船
頭
は
こ
こ
で
米
な
ど

と
と
も
に
、
井
戸
の
水
も
積
み
込
ん
だ
と
い
わ

れ
て
い
る
。　

須
ノ
前
橋（
熊
本
・
宇
城
市
）

　
「
白
壁
土
蔵
の
町
」
と
し
て
知
ら
れ
る
宇
城

市
の
松
合（
ま
つ
あ
い
）地
区
に
、２
０
１
３
年

に
輪
石
の
み
復
元
さ
れ
た「
須
ノ
前
橋
」（
す
の

ま
え
ば
し
、径
間
４
・
５
㍍
）が
、地
震
に
よ
り

崩
壊
し
た
。

　

復
元
さ
れ
た
同
橋
は
、八
代
海
の
海
上
交
通

の
拠
点
と
し
て
栄
え
た
時
代
の
繁
栄
を
物
語

る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
よ
う
だ
っ
た
。

　

松
合
漁
港
は
地
震
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

防
波
堤
の
一
部
が
損
壊
し
、
そ
の
揺
れ
の
す
さ

ま
じ
さ
を
示
し
た
が
、同
地
区
の
春
の
川
に
架

か
る
松
合
橋
（
１
８
２
０
年
架
橋
）
に
大
き
な

損
傷
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。そ
の
こ
と
か

ら
、
地
震
へ
の
耐
久
性
の
面
で
石
橋
復
元
の
際

は
、取
付
護
岸
や
壁
石
も
含
め
た
復
元
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
だ
。

誉
ヶ
丘
橋（
熊
本
・
宇
城
市
）

　

宇
城
市
豊
野
町
の
桜
の
名
所
、
鐙
ヶ
池
（
あ

ぶ
み
が
い
け
）
に
面
し
た
誉
ケ
丘
（
ほ
ま
れ
が

お
か
）公
園
の
入
口
に
は
、「
誉
ケ
丘
橋
」（
鐙
ヶ

鼻
橋
、橋
幅
３
・
45
㍍
、径
間
８
・
１
㍍
）が
架

か
る
が
、
地
震
で
壁
石
が
崩
壊
し
た
。同
橋
の

築
造
は
１
９
５
５（
昭
和
30
）年
と
、石
橋
と
し

て
は
比
較
的
新
し
い
橋
で
あ
る
。

　

同
橋
の
輪
石
に
大
き
な
損
傷
は
な
い
よ
う

だ
が
、
左
岸
取
付
側
の
道
路
は
陥
没
し
、
右
岸

側
の
公
園
石
段
の
上
に
あ
っ
た
大
き
な
石
碑

が
倒
壊
し
た
。

安
見
下
鶴
橋
（
熊
本
・
宇
城
市
）

　

宇
城
市
の
「
安
見
下
鶴
橋
」（
市
指
定
有
形

文
化
財
）
は
、
地
震
に
よ
り
右
岸
側
の
輪
石

安見下鶴橋（熊本・宇城市、市指定有形文化財）
左上／地震により壁石が崩落(5.12)。右上／記録的な大雨により、もろくなった橋
は6月21日に流失(6.25)。下／輪石が開き、石材の欠落もあった（5.12）

震災後の大雨で流失した「安見下鶴橋」

誉
ケ
丘
橋（
熊
本・宇
城
市
）　
上
／
右
岸
下
流
側
の
壁
石
と
取
付
石
垣
が

崩
落
。下
／
左
岸
上
流
側
も
壁
石
が
崩
落（
5・12
）

須ノ前橋（熊本・宇城市）
2013年に輪石のみ復元されたが崩壊（5.13）
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馬門橋（熊本・美里町、町指定有形文化財）
路面側に倒壊した手すり石。震災前から左岸側の壁
石にはらみが見られる（5.2）

が
開
き
一
部
落
下
、
壁
石
と
高
欄
が
崩
落
し
、

路
面
に
亀
裂
が
入
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後

の
6
月
20
日
夜
か
ら
の
大
雨
に
よ
り
同
橋
は

21
日
、
流
失
し
た
。

　

気
象
庁
の
速
報
に
よ
る
と
、
21
日
に
か
け

て
の
1
時
間
降
水
量
は
、
甲
佐
町
・
宇
土
市
・

熊
本
市
で
観
測
史
上
1
位
を
更
新
し
た
。

　

安
見
下
鶴
橋
は
１
８
４
８
（
嘉
永
元
）
年

に
築
造
さ
れ
、
橋
の
中
央
が
上
反
り
し
た
単

一
ア
ー
チ
橋
で
、
径
間
19
㍍
は
、
熊
本
県
内

に
残
る
３
４
０
橋
余
り
の
石
造
ア
ー
チ
橋
の

中
で
も
10
番
目
の
長
さ
だ
っ
た
。

二
俣
福
良
渡
（
熊
本
・
美
里
町
）

　

下
益
城
郡
美
里
町
に
は
古
い
石
橋
が
数
多

く
残
る
。
そ
れ
だ
け
に
地
震
に
よ
り
被
災
し

た
石
橋
も
多
か
っ
た
。

　
「
双
子
橋
」、「
二
俣
橋
」
と
も
呼
ば
れ
、
川

の
合
流
地
点
に
Ｌ
字
型
に
連
な
っ
て
架
か
る

珍
し
い
姿
が
特
徴
の
２
つ
の
石
橋
。
釈
迦
院

川
に
架
か
る
「
小
莚
二
俣
渡
」（
１
８
２
９
年

架
橋
、
橋
長
28
㍍
、
橋
幅
３
・
３
㍍
、
町
指

定
有
形
文
化
財
）
と
津
留
川
に
架
か
る
「
二

俣
福
良
渡
」（
１
８
３
０
年
架
橋
、橋
長
27
㍍
、

橋
幅
２
・
５
㍍
、
町
指
定
有
形
文
化
財
）
の

う
ち
「
二
俣
福
良
渡
」
が
被
災
し
た
。
右
岸

側
の
壁
石
と
路
面
・
高
欄
が
崩
落
し
、
輪
石

に
亀
裂
が
入
り
む
き
出
し
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
。

　

江
戸
時
代
の
交
通
の
要
所
に
架
け
ら
れ
た

橋
で
、
壁
石
の
積
み
方
は
、
１
６
０
０
年
代

に
築
造
さ
れ
た
熊
本
城
の
石
垣
の
よ
う
に
、

大
き
な
雑
割
石
（
ざ
つ
わ
り
い
し
）
の
隙
間

に
小
さ
な
石
を
詰
め
て
構
造
を
支
え
る
工
法

「
打
込
接
（
う
ち
こ
み
は
ぎ
）」
か
ら
、
切
石

を
隙
間
な
く
密
着
し
て
積
む
工
法
「
切
込
接

（
き
り
こ
み
は
ぎ
）」
へ
と
、
完
全
に
移
行
す

る
直
前
の
状
態
を
残
し
て
い
る
。
そ
う
し
た

石
積
み
工
法
の
発
展
の
過
程
を
知
る
上
で
も
、

重
要
な
石
橋
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

馬
門
橋
（
熊
本
・
美
里
町
）

　

津
留
川
上
流
の
「
馬
門
橋
」（
ま
か
ど
ば
し
、

橋
長
27
㍍
、
橋
幅
2
・
97
㍍
、
町
指
定
有
形

文
化
財
）
も
被
災
し
、
高
欄
が
損
壊
し
た
。

　

１
８
２
８
（
文
政
11
）
年
に
備
前
（
現
・

岡
山
県
地
方
）
石
工
の
小
坂
勘
五
郎
と
茂
吉

が
、
肥
後
・
熊
本
城
下
と
日
向
・
延
岡
城
下

を
結
ぶ
日
向
往
還
に
架
け
た
石
橋
で
あ
る
。

藩
政
期
に
備
前
石
工
が
熊
本
藩
領
内
で
活
動

し
た
こ
と
は
、
八
代
海
沿
岸
の
干
拓
工
事
の

記
録
な
ど
に
も
あ
る
が
、
現
存
す
る
石
橋
は

熊
本
県
内
で
は
こ
の
橋
だ
け
で
あ
る
。

大
窪
橋（
熊
本
・
美
里
町
）

　

津
留
川
の
さ
ら
に
上
流
に
架
か
る
「
大
窪

橋
」（
お
お
く
ぼ
ば
し
、
１
８
４
９
年
架
橋
、
橋

幅
２
・
９
㍍
、
径
間
12
・
32
㍍
、
町
指
定
有
形

文
化
財
）
は
、
今
回
の
地
震
で
高
欄
の
一
部
が

損
壊
し
た
。

　

上
反
り
し
た
形
状
が
特
徴
的
な
単
一
ア
ー

チ
橋
で
、
山
を
背
景
に
田
園
風
景
の
中
で
そ
の

大
窪
橋（
熊
本・美
里
町
、町
市
定
有
形
文
化
財
）

路
面
の
方
に
倒
れ
た
手
す
り
石（
5・2
）

被災後も激流に耐えた
「二俣福良渡」

二俣福良渡（熊本・美里町、町指定有形文化財）　上／大きな石の間に小さな石を入れ
て構造を支える「打込接（うちこみはぎ）」工法の名残がある壁石。左下／右岸側の壁石
が崩落し輪石がむき出しになった状態で耐えている。右下／津留川（手前）と釈迦院川
（右側）の合流地点にL字型に架かる（4.27）
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存
在
感
を
示
す
石
橋
で
あ
る
。春
は
満
開
の
桜

に
彩
ら
れ
、
橋
は
写
真
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
の
絶

好
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

霊
台
橋（
熊
本
・
美
里
町
）

　

美
里
町
の
「
霊
台
橋
」（
１
８
４
７
年
架
橋
、

国
指
定
重
要
文
化
財
）は
地
震
後
、
壁
石
に
は

ら
み
が
見
ら
れ
る
。高
欄
に
は
手
す
り
石
の
位

置
が
わ
ず
か
に
ず
れ
た
箇
所
が
あ
る
が
、損
壊

は
な
か
っ
た
。

　

高
欄
の
手
す
り
石
と
そ
れ
を
支
え
る
束
柱

と
の
間
に
鉛
の
板
が
挟
ま
れ
て
い
る
箇
所
が

い
く
つ
も
あ
り
、
こ
れ
は
手
す
り
石
の
安
定
を

保
つ
工
夫
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と

が
地
震
に
よ
る
高
欄
の
損
壊
を
防
い
だ
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

霊
台
橋
架
橋
は
お
よ
そ
１
７
０
年
前
、藩
内

の
72
人
も
の
石
工
を
結
集
し
、１
年
足
ら
ず
で

竣
工
し
た
画
期
的
大
規
模
事
業
だ
っ
た
。霊
台

橋
の
完
成
が
、そ
の
７
年
後
の
江
戸
時
代
最
大

の
石
造
水
路
橋
で
あ
る
通
潤
橋
架
橋
へ
と
つ

な
が
る
。

八
勢
目
鑑
橋（
熊
本
・
御
船
町
）

　

上
益
城
郡
御
船
町
の「
八
勢
目
鑑
橋
」（
県
指

定
重
要
文
化
財
）は
、
右
岸
側
を
流
れ
る
八
勢

川
に
架
か
る
径
間
18
・
２
㍍
の
ア
ー
チ
橋
を

指
し
、
左
岸
側
に
長
い
石
垣
が
続
き
、
そ
の
先

を
流
れ
る
用
水
路
に
は
径
間
１
・
４
㍍
の「
八

勢
小
橋
」
が
架
か
る
。大
小
２
つ
の
ア
ー
チ
が

長
い
石
垣
で
つ
な
が
る
形
状
で
あ
る
。今
回
の

地
震
で
そ
の
石
垣
の
一
部
と
高
欄
が
崩
落
。輪

石
に
亀
裂
が
入
り
、壁
石
に
は
傾
斜
と
は
ら
み

が
見
ら
れ
る
。

　

日
向
往
還
の
難
所
に
架
け
ら
れ
た
こ
の
橋

は
、
御
船
の
豪
商
、
林
田
能
寛
が
架
設
費
用
の

ほ
ぼ
全
額
を
出
資
し
、
種
山
石
工
の
宇
助（
夘

助
、
後
の
橋
本
仙
蔵
）と
甚
平
兄
弟
が
施
工
し

て
、１
８
５
５（
安
政
２
）年
に
完
成
し
た
。

　

宇
助
は
八
勢
目
鑑
橋
完
成
の
8
年
前
、下
益

城
郡
美
里
町
の
霊
台
橋
築
造
工
事
で
石
工
棟

梁
を
務
め
た
が
、右
岸
近
く
に
緑
川
の
流
れ
を

ま
た
ぎ
、左
岸
側
の
取
付
護
岸
ま
で
長
い
石
垣

が
続
く
霊
台
橋
の
形
状
は
、八
勢
目
鑑
橋
と
似

て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

　

八
勢
目
鑑
橋
は
周
囲
に
植
え
ら
れ
た
桜
や

紅
葉
が
季
節
を
彩
り
、自
然
の
景
観
も
見
事
な

石
橋
で
あ
る
。

下
鶴
橋（
熊
本
・
御
船
町
）

　

上
益
城
郡
御
船
町
の「
下
鶴
橋
」（
町
指
定
文

化
財
）は
、輪
石
と
壁
石
に
亀
裂
が
入
り
、円
筒

形
の
手
す
り
石
や
束
柱
（
つ
か
ば
し
ら
）
に
は

大
き
な
損
壊
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
親
柱
に
つ

な
が
る
石
柱
が
傾
い
た
た
め
、そ
こ
か
ら
続
く

厚
み
の
あ
る
か
ま
ぼ
こ
形
の
手
す
り
石
が
外

れ
て
損
壊
し
た
。

　

同
橋
は
、
橋
本
勘
五
郎
・
弥
熊
親
子
が
工

事
を
行
い
１
８
８
３
（
明
治
16
）
年
、
八
勢

川
に
架
け
ら
れ
た
。
径
間
は
23
・
53
㍍
あ
り
、

熊
本
県
内
で
は
霊
台
橋
（
美
里
町
）
の
28
・

24
㍍
、
通
潤
橋
（
山
都
町
）
の
27
・
５
㍍
に

霊台橋（熊本・美里町、国指定重要文化財）　左／高欄の手すり石のずれ。右／手すり石の安定
を保つためか、束柱の下に鉛の板が挟まれている（5.2）

八勢目鑑橋（熊本・御船町、県指定重要文化財）
左岸上流側の取付石垣が崩落。輪石の亀裂や壁石のはらみが見つかった（5.2）

下鶴橋（熊本・御船町、町指定有形文化財）
上／高欄の円筒形の手すり石の部分に被害
はない。中／高欄の厚いかまぼこ型の手すり
石が損壊。下／壁石は石材同士がぶつかり合
ってひびが入った箇所がある（5.2）

修復を待つ「八勢目鑑橋」
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次
ぐ
長
さ
で
あ
る
。
菊
池
市
の
永
山
橋
（
１

８
７
８
年
架
橋
）
や
山
鹿
市
の
高
井
川
橋
（
１

８
８
１
年
架
橋
）
と
高
欄
の
形
状
に
共
通
点

が
あ
る
。　

通
潤
橋
（
熊
本
・
山
都
町
）

　

豪
快
な
放
水
で
知
ら
れ
る
、
上
益
城
郡
山

都
町
の
石
造
水
路
橋
「
通
潤
橋
」（
橋
長
75
・

６
㍍
、
径
間
27
・
５
㍍
、
橋
高
20
・
２
㍍
、

国
指
定
重
要
文
化
財
）
は
地
震
後
、
漏
水
が

発
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
橋
の
内
部
を
通

る
石
造
の
通
水
管
を
つ
な
ぐ
漆
喰
（
し
っ
く

い
）
が
度
重
な
る
地
震
の
揺
れ
で
は
く
離
し

た
た
め
と
み
ら
れ
て
い
る
。
報
道
に
よ
る
と
、

路
面
縁
石
が
は
ら
ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

石
造
の
通
水
管
本
体
が
損
傷
し
た
と
い
う
発

表
は
な
い
。
地
震
後
、
橋
の
周
囲
は
立
ち
入

り
禁
止
と
な
っ
た
。

　

同
橋
は
１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
に
築
造

さ
れ
た
水
路
橋
で
あ
る
が
、
通
潤
用
水
の
一

部
と
し
て
現
在
も
農
業
用
水
路
の
役
割
を
果

た
し
続
け
、
最
近
は
無
料
化
さ
れ
た
計
画
放

水
（
放
水
カ
レ
ン
ダ
ー
）
に
よ
り
、
多
く
の

観
光
客
を
集
め
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
漏
水

の
事
態
は
、
地
域
の
農
業
と
観
光
関
連
産
業

に
大
き
な
打
撃
と
な
っ
て
い
る
。

　

通
潤
橋
築
造
と
通
潤
用
水
の
整
備
は
、
当

時
の
土
木
技
術
の
到
達
点
を
示
す
だ
け
で
な

く
、
江
戸
末
期
に
お
け
る
熊
本
藩
の
地
方
行

政
・
地
方
自
治
の
偉
大
な
成
功
事
例
と
し
て

も
顕
彰
さ
れ
て
お
り
、
現
代
人
も
学
ぶ
べ
き

多
く
の
要
素
を
含
む
、
極
め
て
高
い
価
値
を

持
つ
文
化
財
で
あ
る
と
言
え
る
。

境
川
古
橋
（
大
分
・
竹
田
市
）

　

豊
後
街
道
は
、
熊
本
城
下
か
ら
豊
後
・
鶴

崎
（
現
・
大
分
市
）
の
港
へ
向
か
う
熊
本
藩

の
参
勤
交
代
の
道
で
、
街
道
筋
に
は
現
在
も

石
橋
や
石
畳
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
地
震
に
よ
り
、
豊
後
街
道
に
架
か

る
「
境
川
古
橋
」（
橋
幅
４
・
３
㍍
、
径
間
７
・

３
㍍
）
が
被
災
。
右
岸
下
流
側
の
輪
石
基
底

部
が
損
壊
し
、
壁
石
の
一
部
が
崩
落
し
た
。

　

同
橋
は
文
政
年
間
（
１
８
２
０
年
代
）
の

築
造
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
期

に
熊
本
藩
領
で
活
動
し
た
備
前
石
工
が
架
け

た
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
れ
を
明
確
に
裏
づ

け
る
記
録
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

橋
は
地
震
以
前
か
ら
高
欄
や
壁
石
の
上
部

が
損
壊
し
て
い
た
よ
う
で
、
土
の
路
面
は
草

に
覆
わ
れ
木
の
切
り
株
も
残
っ
て
い
る
。
同
橋

の
す
ぐ
下
流
に
１
９
３
９
（
昭
和
14
）
年
、「
境

川
橋
」（
橋
幅
４
・
７
㍍
、
径
間
９
・
６
㍍
）

が
架
か
っ
た
後
は
、
境
川
古
橋
は
使
用
さ
れ

ず
、
放
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

両
橋
間
の
川
の
護
岸
石
垣
に
は
崩
れ
た
箇

所
が
あ
り
、
境
川
橋
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

の
路
面
に
は
亀
裂
が
入
っ
て
い
た
。

　
　
　
　

‡　
　

‡　
　

‡

　

長
年
、
熊
本
の
石
橋
の
調
査
・
研
究
を
行
っ

て
い
る
上
塚
尚
孝
・
事
務
局
長
は
、「
熊
本
で

大坪橋（熊本・山鹿市）
輪石に亀裂や欠落、壁石にはらみが見られる
（7.21）

下梅木橋（熊本・御船町）
壁石が崩落して中込め石が川に散乱（5.2）

立野橋（熊本・山都町、町指定有形文化財）
地震で壁石のはらみと開きが拡大した（7.17）

境
川
古
橋（
大
分・竹
田
市
）　
上
／
右
岸
側
の
護
岸
石
垣
が
崩
落
し

て
い
る
、下
／
輪
石
の
基
底
部
付
近
が
損
壊（
６・３
）

（
６・３
）

通潤橋（熊本・山都町、国指定重要文化財）　漏水のため通水が止まり、路面が
ブルーシートに覆われた

震
災
の
傷
跡
を
残
す
石
橋
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は
過
去
に
約
６
５
０
橋
に
上
る
石
橋
が
架
け

ら
れ
た
が
、地
震
で
倒
壊
し
た
石
橋
は
２
橋
し

か
な
い
」と
指
摘
す
る
。

　

上
の
表
は
、こ
れ
ま
で
被
災
が
確
認
で
き
た

石
橋
の
一
覧
表
で
あ
る
。実
に
多
く
の
石
橋
が

傷
つ
い
た
が
、
崩
壊
は
輪
石
の
み
復
元
の
1
橋

だ
け
で
あ
る
。石
橋
の
地
震
耐
久
性
が
実
証
さ

れ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

石
橋
の
多
く
は
庶
民
が
残
し
た
文
化
財
で

あ
る
。そ
の
調
査
・
研
究
は
地
域
の
歴
史
の
顕

彰
に
つ
な
が
り
、
過
去
に
生
き
た
人
び
と
の
思

い
を
知
る
手
掛
か
り
と
な
る
。ま
た
、
現
在
も

残
る
石
橋
の
あ
る
風
景
は
、流
れ
る
川
の
水
音

と
と
も
に
、心
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
。

　

大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、石
橋
の
文
化
的
価
値
を
考
え
て
み
る
こ
と

が
一
層
重
要
に
な
ろ
う
。そ
れ
が
先
人
か
ら
石

橋
を
託
さ
れ
、現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
務
め

と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

《
被
災
石
橋
一
覧
表
の
情
報
提
供
者
》

軸
丸
英
顕
、中
村
秀
樹
、中
村
ま
さ
あ
き
、成
田
廉
司

《
参
考
文
献
・
資
料
》　　

「
熊
本
の
目
鑑
橋
3
4
5
」上
塚
尚
孝
著
・
熊
本
日
日
新
聞

社
発
行
）、「
史
実
資
料
に
基
づ
く
種
山
石
工
列
伝
」上
塚
尚

孝
編
・
東
陽
村
発
行
、「
め
が
ね
橋
散
歩
」西
日
本
新
聞
２

０
０
６
年
1
月
〜
０
８
年
８
月
掲
載
、「
次
世
代
に
つ
な
ぐ

石
橋
構
築
・
修
復
技
術
」日
本
の
石
橋
を
守
る
会
発
行
、「
通

潤
橋
架
橋
１
５
０
周
年
記
念
誌
」矢
部
町
発
行
、「
伝
え
た

い 

ふ
る
さ
と
の
石
橋
」
岡
崎
文
雄
・
高
山
淳
吉
、
薬
師
寺

義
則
著
、
熊
本
日
日
新
聞
２
０
１
６
年
５
月
25
日
15
面
・

27
日
3
面
・
７
月
17
日
1
面
、「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
」

公
式
W
e
b
サ
イ
ト
・
日
本
の
「
め
が
ね
橋
」
一
覧
、Ｗ

e
b
サ
イ
ト「
石
橋
・
眼
鏡
橋
・
太
鼓
橋
・
石
造
ア
ー
チ
橋
・

田
の
神
・
庚
申
塔
・
仁
王
像
」
管
理
者
・
贄
田
岳
和

「平成28年熊本地震」による被災石橋
熊本県 文化財 築造年

築造年

橋　名 被害状況

大分県 文化財橋　名 被害状況

南阿蘇村 ー銭瓶橋（床瀬川橋） 1918（T7）頃
ー

1899(M32)
1878(M11)
1860
1984復元
1875(M8)
1832

1882(M15)

1861

1848

2013復元
1951(S26)拡幅
1955(S30)
1847
1830
1828
1849
ー
1808

1855

1886(M19)
1930(S5)

1954

1850

ー

ー
1820年代
1939(S14)

壁石崩落、ガードレールが損壊(5/15)

被害状況欄で赤文字は輪石への被害、(  )内は確認日
※印は石橋周辺または震災前からと推定される被害

ー濁川橋 ※石橋の上下流の河道、路面に続く道路付近は大きく被災(6/8)
産山村 ー栃木橋 アスファルト舗装の路面に亀裂(6/3)

県指定永山橋 高欄損壊・一部が川へ落下、アスファルト舗装の路面に亀裂(4/29)

熊本市 ー明八橋 高欄損壊(4/23)
山鹿市 ー大坪橋 （復元） 輪石に欠落や亀裂、壁石にはらみ、橋の周辺は立ち入り禁止（7/21）

天草市 国指定祇園橋 路面の石柱状石材に亀裂。歩行者専用路面の通行は可能(7/18)
県指定施無畏橋 輪石に大きな開き、壁石の一部にはらみ、路面通行禁止(7/18)

宇土市 市指定船場橋 輪石に亀裂、壁石にはらみ、取付護岸石垣の崩落、高欄損壊・一部が川へ落下、
路面通行禁止(5/2)

ー須ノ前橋 （復元） 崩壊(5/13)

ー誉ヶ丘橋 壁石と取付石垣崩落、コンクリート製欄干損壊、路面通行禁止(5/12)

宇城市
市指定鴨籠橋 アスファルト舗装の路面に亀裂。※石橋近くの水路の石材が一部崩落(5/13)

国指定霊台橋 壁石にはらみ、高欄にわずかなずれ(5/2)

美里町 町指定二俣福良渡 輪石に亀裂、津留川右岸の壁石と路面・高欄崩落(4/27)
町指定馬門橋 高欄損壊、路面通行禁止(5/2)
町指定大窪橋 左岸上流側の洗掘、高欄損壊、路面通行禁止(5/2)

甲佐町 ー御手洗目鑑橋 壁石の一部が崩落。アスファルト舗装の路面の車両通行は可能(7/17)
県指定門前川橋 輪石の開きが拡大か。壁石にはらみ、縁石にずれ。路面の通行は可能(4/27)

後山橋 ※輪石が一部欠落、地震前からか(6/3)
境川古橋 輪石基底部が損壊、基底部壁石が一部崩落(6/3)
境川橋 アスファルト舗装の路面に亀裂(6/3)

御船町 県指定八勢目鑑橋 輪石に亀裂、壁石に傾斜とはらみ、取付石垣の一部と高欄が崩落、路面通行
禁止(5/2)

町指定下鶴橋 輪石に亀裂、壁石に亀裂、高欄の一部損壊、路面通行禁止(5/2)
ー下梅木橋 壁石と高欄崩落、路面通行禁止(5/2)

山都町 町指定立野橋
1847町指定貫原橋

高欄にずれ、傾斜(5/20)
※壁石にはらみ、石材が一部欠落(7/17)
壁石にはらみと開き拡大か(7/17)

ー瀬戸橋

ー
ー
ー

竹田市

国指定通潤橋 通水管の漆喰（しっくい）がはく離し漏水が発生、通水停止、橋の付近は立ち入
り禁止(5/20)

菊池市
県指定立門橋 壁石に亀裂や沈下、取付護岸石垣にはらみ・一部崩落、路面通行禁止(4/29)

市指定安見下鶴橋 輪石に開き・石材の欠落あり、壁石崩落、高欄損壊、路面に亀裂があり通行禁止
(5/12)。その後の大雨により流失(6/25)
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「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」の
発
生
に
よ
り
、本

年
5
月
14
日
・
15
日
に
大
分
県
宇
佐
市
院
内

町
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
第
37
回
大
会

が
中
止
さ
れ
た
。そ
の
た
め
、
6
月
25
日
に
理

事
会
が
招
集
さ
れ
会
長
・
事
務
局
長
・
理
事

な
ど
計
12
人
が
参
加
し
、本
年
度
の
通
常
総
会

で
審
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
議
案
が
審
議

さ
れ
た
。当
日
参
加
で
き
な
い
副
会
長
・
理
事

等
の
意
見
は
事
前
に
本
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
掲
示
板（
Ｂ
Ｂ
Ｓ
）で
受
け
付
け
ら
れ
た
。以

下
に
議
事
の
要
旨
を
紹
介
す
る
。（
広
報
部
）

昨
年
度
事
業
報
告

　

ま
ず
、昨
年
度（
平
成
27
年
度
）事
業
経
過
が

報
告
さ
れ
た
。

◇
総
務
部

　

第
36
回
大
会（
福
岡
・
八
女
市
、昨
年
5
月
）、

同
反
省
会（
同
６
月
）、
熊
本
で
第
37
回
大
会
準

備
会
（
本
年
１
月
、
大
分
・
宇
佐
市
の
院
内
石

橋
群
景
観
保
全
協
議
会
メ
ン
バ
ー
も
参
加
）、

第
37
回
大
会
案
内
送
付

◇
石
工
養
成
講
座
（
本
年
度
ま
で
総
務
部
が
所

管
）

　

小
巌
橋（
山
形
・
南
陽
市
、
昨
年
５
〜
10
月
）

の
修
復
、
文
化
庁
助
成
事
業
準
備
会
議
（
昨
年

11
月
）、
花
漣
橋（
熊
本
・
山
都
町
）や
馬
溪
橋

（
大
分
・
中
津
市
）な
ど（
昨
年
11
〜
12
月
）、
小

学
生
石
工
体
験
学
習（
同
12
月
）、
楠
浦
眼
鏡
橋

修
理（
左
岸
側
1
〜
3
月
）、
矢
部
高
校
授
業
で

理
事
会
召
集
し
議
案
を
協
議

地
震
発
生
に
よ
り
第
37
回
大
会
見
送
り

被
災
石
橋
修
復
を
提
言
へ

甲斐 利幸　会長

石
工
体
験（
同
２
月
、熊
本
・
山
都
町
）

◇
景
観
保
護
部

　

石
橋
の
現
状
に
関
す
る
市
町
村
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
（
熊
本
県
内
の
全
て
の
市
町
村
を
対

象
に
昨
年
11
月
に
送
付
、
3
月
に
結
果
を
集

計
。石
橋
へ
の
案
内
板
の
設
置
状
況
等
を
調

査
）

◇
写
真
文
芸
部

　

石
原
史
彦
「
野
草
と
石
橋
描
画
展
」（
昨
年

6
月
、
熊
本
市
西
区
の
島
田
美
術
館
）、「
熊
本

の
目
鑑
橋
３
４
５
（
上
塚
尚
孝
著
）」（
本
年
1

月
）
の
案
内
地
図
修
正
、
榊
晃
弘
写
真
展
「
日

本
の
眼
鏡
橋
」（
同
2
月
、
熊
本
・
八
代
市
の

東
陽
石
匠
館
）

◇
調
査
研
究
部

　

損
傷
石
橋
の
調
査
お
よ
び
対
策
の
検
討（
土

木
学
会
選
奨
石
橋
等
を
対
象
。平
成
28
年
熊
本

地
震
発
生
以
前
に
実
施
）、Ｋ
Ａ
Ｂ
Ｓ
Ｅ「
石
橋

の
技
術
的
課
題
の
検
討
」へ
参
加
、
小
巌
橋（
山

形
・
南
陽
市
）・
洗
玉
橋
（
福
岡
・
八
女
市
）・

楠
浦
眼
鏡
橋（
熊
本
・
天
草
市
）の
調
査
報
告

◇
資
料
整
理
部

　

全
国
の
石
橋
デ
ー
タ
の
追
加
・
修
正（
年
間

の
べ
17
回
）、
九
州
沖
縄
石
橋
分
布
図
追
加
記

入（
東
陽
石
匠
館
）

◇
広
報
部

　

会
報
87
号
発
行（
昨
年
9
月
）、会
報
88
号
発

行（
本
年
3
月
）、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

（
年
間
の
べ
17
回
）

◇
会
計
部

　

第
37
回
大
会
は
「
平
成
28
年
熊
本
地
震
」
発
生
に
よ
り
、
や

む
な
く
開
催
を
見
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
お
ら
れ
た
方
々
を
は
じ
め
、
開
催
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
た
だ
い
た
宇

佐
市
の
院
内
石
橋
群
景

観
保
全
協
議
会
メ
ン
バ

ー
の
方
々
、
本
会
の
事

務
局
ス
タ
ッ
フ
の
方
々

に
は
誠
に
あ
い
に
く
な

こ
と
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

大
会
の
見
送
り
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
大
会
中
に
行
わ
れ
た
通

常
総
会
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中
に
総
会
の
み
を
単
独
で
開
催

す
る
こ
と
は
困
難
と
考
え
、
総
会
の
議
案
を
理
事
会
を
召
集
し

て
協
議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
点
、
ど
う
ぞ
ご
理
解
を

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
地
震
は
報
道
の
通
り
、
そ
の
破
壊
力
は
す
さ
ま

じ
く
、名
城
の
誉
れ
高
い
あ
の
熊
本
城
の
石
垣
が
崩
れ
る
な
ど
、

史
跡
・
文
化
財
等
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
熊
本
県
に

は
江
戸
時
代
以
降
に
築
造
さ
れ
た
貴
重
な
石
橋
が
数
多
く
残
っ

て
お
り
ま
す
が
、
地
震
に
よ
り
そ
う
し
た
石
橋
も
多
数
被
災
し

ま
し
た
。

　

私
の
地
元
の
放
水
で
知
ら
れ
る
通
潤
橋（
上
益
城
郡
山
都
町
、

国
指
定
重
要
文
化
財
）
も
、
石
造
通
水
管
接
合
部
の
漆
喰
（
し

っ
く
い
）
が
は
く
離
し
て
漏
水
が
発
生
し
た
た
め
通
水
を
中
止

し
、
復
旧
に
向
け
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
び
は
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
石
橋
も
含
め
実

に
数
多
く
の
石
橋
が
被
災
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
修
復
の

在
り
方
に
つ
い
て
は
、
行
政
機
関
と
共
に
調
査
・
修
復
活
動
を

進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
と
し
て
は
、
熊
本
地
震
に
よ
る
石
橋
の
被
災
状
況
調
査

を
ま
と
め
て
被
災
石
橋
の
調
査
・
復
旧
方
針
の
提
言
を
行
い
、

技
術
部
を
創
設
し
て
石
橋
構
築
・
修
復
技
術
者
の
養
成
事
業
を

さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
寄
付
金
を
基
金
と
し
た

「
石
橋
文
化
振
興
基
金
」
を
設
け
、
石
造
文
化
財
で
あ
る
石
橋

の
魅
力
を
伝
え
、
石
橋
を
守
る
活
動
へ
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
石
橋
の
修
復
と
そ
の
保
全
に
対
し
、
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
支
援
の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
２
０
１
６
年
6
月
25
日　

会
長　

甲
斐
利
幸
）
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会
計
監
査（
本
年
4
月
）、会
費
未
納
者
督
促

（
昨
年
9
月
・
本
年
3
月
）

　

次
に
、昨
年
度
の
収
支
決
算
書
が
報
告
さ

れ
、了
承
さ
れ
た
。な
お
、収
入
に
は
昨
年
10
月

に
逝
去
し
た
浦
田
勝
美
・
元
事
務
局
次
長
か
ら

本
会
に
寄
付
さ
れ
た
１
０
０
万
円
が
加
算
さ

れ
て
い
る
。

各
部
事
業
計
画

　

第
3
号
議
案
と
し
て
、本
年
度
の
各
部
事
業

計
画
が
発
表
さ
れ
た
。

◇
総
務
部

　

第
37
回
大
会（
5
月
、大
分
・
宇
佐
市　

※
4

月
の
熊
本
地
震
発
生
の
た
め
中
止
）、次
期
大

会
準
備
会（
5
月
）

◇
調
査
研
究
部

　

被
害
石
橋
の
点
検
調
査（
6
〜
11
月
）

◇
技
術
部（
創
設
）

　

石
橋
構
築
・
修
復
技
術
者
養
成
事
業
の
継
続

実
施

◇
資
料
整
理
部

　

九
州
沖
縄
石
橋
分
布
図
追
加
記
入
、全
国
の

石
橋
デ
ー
タ
の
追
加
・
修
正

◇
広
報
部

　

会
報
89
号
・
90
号
発
行
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
更
新

◇
会
計
部

　

会
計
監
査
、会
費
未
納
者
督
促

◇
各
部
横
断
事
業

　

熊
本
地
震
に
よ
る
石
橋
の
被
災
状
況
調
査

を
ま
と
め
、被
災
石
橋
の
調
査
・
復
旧
方
針
を

提
言

　

総
務
部
が
所
管
し
た
石
橋
構
築
・
修
復
技
術

者
養
成
事
業
は
、本
年
度
か
ら
新
た
に
技
術
部

（
尾
上
一
哉
部
長
）を
創
設
し
事
業
を
所
管
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
石
橋
文
化
振
興
基
金
」創
設

　

第
4
号
議
案
で
は
、故
・
浦
田
氏
か
ら
の
寄

付
金
を
基
金
と
し
、石
造
文
化
財
で
あ
る
石
橋

の
魅
力
を
伝
え
石
橋
を
守
る
有
効
な
活
動
に

活
用
す
る
た
め
に「
石
橋
文
化
振
興
基
金
」の

創
設
が
発
議
さ
れ
、次
の
規
定
を
定
め
、了
承

さ
れ
た
。

◇
石
橋
文
化
振
興
基
金
規
定

　

第
１
条（
目
的
）　

日
本
の
石
橋
を
守
る
会

の
目
的
達
成
に
む
け
た
活
動
を
推
進
す
る
た

め「
石
橋
文
化
振
興
基
金
」を
創
設
す
る
。

　

第
２
条（
原
資
）　

日
本
の
石
橋
を
守
る
会

へ
賜
っ
た
寄
附
金
を
原
資
と
す
る
。

　

第
３
条（
基
金
の
活
用
）　

基
金
は
、ご
寄
附

い
た
だ
い
た
方
の
意
思
を
尊
重
し
、石
橋
の
魅

力
を
伝
え
石
橋
を
守
る
た
め
の
有
効
な
活
動

に
対
す
る
支
援
に
活
用
す
る
。

　

第
４
条（
支
援
の
決
定
）　

前
条
の
支
援
は

理
事
会
の
審
議
を
経
て
決
定
す
る
。

　

第
５
条（
運
用
開
始
）　

当
規
定
の
決
定
時

よ
り
運
用
を
開
始
す
る
。

∬　
　
　
　

∬

　

最
後
に
、本
年
度
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、了

承
さ
れ
た
。

　

な
お
、来
年
度
の
大
会
に
つ
い
て
は
、開
催

地
決
定
へ
向
け
た
調
整
が
進
め
ら
れ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

楠
浦
眼
鏡
橋
を
修
理

　

2
0
1
2
年
に
熊
本
県
天

草
市
の
楠
浦
眼
鏡
橋（
１
８

７
８
年
築
造
、県
指
定
重
要

文
化
財
）の
調
査
を
行
っ
た
。

壁
石
全
体
に
孕（
は
ら
）み
が

あ
り
、左
岸
側
は
輪
石
の
外

側
に
20
㌢
以
上
も
孕
み
出
し

た
箇
所
が
あ
る
な
ど
、崩
落

寸
前
の
状
態
と
言
え
た
。

　

壁
石
は
控
長（
奥
行
）が
短

く
石
材
同
士
の
接
合
面
が
ご

く
わ
ず
か
な「
毛
抜
き
合
端

（
あ
い
ば
）」で
、中
詰
め
に
は

水
は
け
の
悪
い
粘
性
土
が
使

用
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
弱
点

が
見
つ
か
っ
た
。長
年
の
大
雨

や
地
震
等
の
影
響
で
内
部
土

圧
が
増
加
し
、壁
石
が
孕
み

出
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。

　

天
草
市
の
監
理
で
１
４
年

度
か
ら
私
が
経
営
す
る
会
社

が
、左
岸
上
下
流
の
壁
石
の

弱
点
改
善
を
含
む
修
理
工
事

を
行
う
こ
と
に
な
り
、本
会

主
催
の
石
工
養
成
講
座
修
了

者
、荒
木
大
人
氏
を
棟
梁（
と

う
り
ょ
う
）と
し
て
、今
後
の

維
持
管
理
の
た
め
に
地
元
石

材
店
の
皆
さ
ん
に
も
参
加
し

て
も
ら
い
、工
法
や
内
部
構

造
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た
。

　

工
事
で
は
左
岸
側
の
高
欄

と
壁
石
を
解
体
し
、積
み
直

し
た
。壁
石
内
部
に
は
長
尺

壁
石
を
五
寸（
約
15
㌢
）合
端

で
要
所
に
配
置
し
て
孕
み
に

抵
抗
さ
せ
、中
詰
め
の
粘
性

土
を
取
り
除
き
、代
わ
り
に

栗
石（
ぐ
り
い
し
）を
充
填
す

る
こ
と
で
含
水
を
防
止
し
、

土
圧
の
軽
減
を
図
っ
た
。

　

以
前
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
補

会
員　

尾
上 

一
哉（
熊
本
県
）

石
工
養
成
講
座
受
講
者
も
参
加
し

熊本県
天草市

強
さ
れ
崩
壊
寸
前
だ
っ
た
玉

石
積
み
の
取
付
石
垣
は
、同

じ
下
浦
石（
砂
岩
）が
そ
ろ
わ

な
か
っ
た
た
め
、新
た
に
溶
結

凝
灰
岩
を
使
用
し
て
乱
布
積

み
切
込
接（
き
り
こ
み
は
ぎ
）

で
積
み
直
し
た
。

　

左
岸
側
の
工
事
は
今
年
３

月
に
終
わ
り
、そ
の
後
発
生

し
た
熊
本
地
震
で
最
大
震
度

６
程
度
の
揺
れ
を
受
け
た

が
、変
位
は
な
か
っ
た
。　

施工後の左岸下流側

施工前の左岸下流側

長尺壁石
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リ
ア
に
分
け
て
二
人
で
駆
け
回
っ
た
。
彼
は
私

よ
り
20
歳
若
い
け
れ
ど
、
自
動
二
輪
の
免
許

し
か
持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
私
が

車
を
運
転
し
た
。
彼
は
「
本
当
は
年
少
者
が

運
転
せ
な
い
か
ん
と
で
す
け
ど
…
」
と
苦
笑

し
て
い
た
が
、
板
前
を
し
て
い
た
彼
は
昼
食

の
店
選
び
の
勘
は
冴
え
て
い
た
。

　

現
地
調
査
中
に
突
然
彼
が
、「
車
一
切
（
く

る
ま
い
っ
さ
い
）
の
あ
っ
た
」
と
、
大
声
を
出

し
て
私
を
驚
か
せ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
場
所
は
下

益
城
郡
美
里
町
の
佐
俣

地
区
近
く
の
鶴
木
野
橋

（
つ
る
ぎ
の
ば
し
）
崩
落

跡
。
倒
れ
て
い
た
石
碑
の

表
面
の
苔
（
こ
け
）
を

払
う
と
刻
字
が
見
え
た

の
で
、
絶
叫
し
た
の
だ
。

彼
は
そ
ん
な
感
激
屋
だ
っ

た
。
碑
文
字
は
「
一
切
通

遍
加
良
須
（
い
っ
さ
い
と

お
る
べ
か
ら
ず
）」。
最
初

の
「
車
」
の
箇
所
が
損
壊
し
て
い
た
。
こ
の

発
見
を
地
元
の
教
育
委
員
会
へ
連
絡
し
た
。

　

和
水
町
出
身
の
浦
田
さ
ん
は
、
熊
本
市
中

央
区
坪
井
に
住
ん
で
い
た
が
、
彼
の
部
屋
は

書
籍
と
資
料
が
山
積
み
で
、
研
究
室
の
よ
う

だ
っ
た
こ
と
も
思
い
出
さ
れ
る
。

　

天
国
に
は
ど
ん
な
石
橋
が
架
か
っ
て
い
る
の

か
、
聞
け
る
も
の
な
ら
聞
い
て
み
た
い
。　

　
　
　
　
　
　
　
　

 　

  （
2
0
1
6
年
６
月
）
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編
集
後
記

日本の石橋を守る会
～石橋とその文化を大切に～

　

ま
さ
か
、
熊
本
が
「
被
災
地
」
呼
ば
れ
る

こ
と
に
な
ろ
う
と
は
…
。

　

1
面
で
は
「
石
橋
ド
ク
タ
ー
」
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
、
熊
本
大
学
大
学
院
の
山
尾
敏
孝

教
授
に
多
忙
の
中
、
特
別
に
ご
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
。
被
害
に
ば
か
り
目
が
向
く
中
、「
石

橋
の
強
さ
」
に
言
及
い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め

て
そ
の
耐
久
性
が
実
証
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
は
被
災
状
況
の
全
容
把
握
と
と
も
に
、

損
傷
し
た
石
橋
の
修
復
が
大
き
な
課
題
で
す
。

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
進
め
て
い
く

か
を
考
え
、
動
く
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
こ

の
機
会
に
石
橋
の
文
化
的
価
値
を
再
認
識
し

て
み
る
こ
と
が
大
切
な
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
会
報
担
当　

中
村
ま
さ
あ
き
）

〈
回
顧
談
〉感
激
屋
だ
っ
た
浦
田
勝
美
さ
ん

　
失
わ
れ
た
石
橋
への
ま
な
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
塚
　
尚
孝（
熊
本
県
）

鶴木野橋（美里町）崩落跡にて。左が浦田勝美さん
　　　　　　　　　　　　　　　＝2004年2月撮影

　

石
橋
の
調
査
研
究
に
執
念
を
も
や
し
て
い

た
浦
田
勝
美
さ
ん
が
昨
年
10
月
、
病
死
さ
れ

た
。
享
年
60
歳
。
惜
し
い
人
を
失
っ
て
淋
（
さ

び
）
し
い
。

　

20
年
前
、「
観
音
橋
の
親
柱
が
見
つ
か
り
ま

し
た
」
と
言
っ
て
写
真
を
差
し
出
し
て
く
れ

た
の
が
彼
と
の
最
初
の
出
会
い
だ
っ
た
。
そ

の
橋
は
、
熊
本
市
の
京
町
台
地
に
建
つ
熊
本

地
方
裁
判
所
南
脇
の
観
音
坂
下
の
坪
井
川
に

か
つ
て
架
か
っ
て
い
た
石
橋
だ
が
、
よ
く
知

ら
れ
た
橋
で
は
な
か
っ
た
。

　

観
音
橋
は
、
西
南
の
役
（
1
8
7
7
年
）

の
こ
ろ
ま
で
現
在
の
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル

前
の
坪
井
川
に
藪
ノ
内
橋
の
名
で
架
か
っ
て
い

た
が
、
す
ぐ
上
流
に
千
葉
城
橋
（
ち
ば
じ
ょ

う
ば
し
）、
下
流
に
厩
橋
（
う
ま
や
ば
し
）
が

架
か
っ
た
た
め
、
観
音
坂
下
へ
移
設
さ
れ
た
。

し
か
し
そ
の
半
年
後
に
崩
落
し
、
親
柱
だ
け

が
近
く
の
丹
後
寺
に
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
を
探
し
出
し
た
の
が
浦
田
さ
ん
だ
っ

た
。
彼
は
石
造
物
に
対
す
る
独
特
の
嗅
覚
の

持
ち
主
で
、
他
に
も
「
よ
く
ぞ
、
見
つ
け
た
」

と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
南
阿
蘇
の
立
野
地
区
か
ら
戸
下
地

区
へ
と
下
る
道
沿
い
の
小
規
模
五
石
橋
、
石
工

仁
平
が
残
し
た
道
標
、
宇
城
市
豊
野
の
石
工

古
田
安
兵
衛
の
石
灯
籠
（
松
橋
・
誠
光
寺
や

甲
佐
・
甲
佐
神
社
）│
。

　

ま
た
、
消
失
し
た
石
橋
の
復
元
図
作
成
も

得
意
で
、
仁
平
が
南
阿
蘇
の
数
鹿
流
ケ
滝
上

流
に
架
け
た
黒
川
目
鑑
橋
（
流
失
）
や
菊
池

往
還
の
堀
川
橋（
撤
去
）の
詳
細
な
図
を
描
き
、

パ
ネ
ル
に
入
れ
て
、
私
が
館
長
を
し
て
い
た

東
陽
石
匠
館
へ
持

参
し
た
。
学
生
時

代
に
長
崎
・
五
島

列
島
の
天
主
堂
群

を
調
査
し
た
こ
と

が
あ
り
、
作
図
は

得
意
な
よ
う
だ
っ
た
。
そ
う
し
た
パ
ネ
ル
も
今

は
貴
重
な
遺
品
と
な
っ
た
。

　

か
つ
て
「
熊
本
の
石
橋
を
守
る
会
」
が
発

足
間
も
な
い
こ
ろ
の
こ
と
、
県
文
化
企
画
課

は
石
橋
が
多
数
現
存
す
る
う
ち
に
調
査
記
録

を
残
そ
う
と
考
え
、
本
田
義
雄
会
長
へ
調
査

を
依
頼
し
、
そ
の
案
件
が
私
へ
回
っ
て
き
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
私
は
浦
田
さ
ん
を
誘
い
、
２
０

０
２
年
か
ら
の
３
年
間
、
県
内
を
３
つ
の
エ


